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I 再生装置のありかた
レコ ード派奏の Hi-Fi再生の定義として， 「物理的な高忠実度の基礎に立ち，
裔度の聴惑を持った大多数の人々の主観に，忠央と汀忍められる音質であり，原音場
で生ずる可聴周波数の伝達したすべての音を再生することが出来て，それにいかな
る余分な音（孔'.雑斉 • 過蔑音など）が検知限以下であり，それにステレオの場合
は，原音場の空間的な特性を再現し得ること」と，冨田義男氏は述べられています
が（注2)' これらの条件を涸足させるためには相当な潰用が必要です。 しかしなが
ら，以上の諸条件をすべて理想的にみたそうとしないならば，必要な範囲内で廉価
に再生装i益をつくることができます。たとえば， 小人数で小さな部屋で，しかも静
かな環境の下でレコードを鑑貨する場合などは，音質をほぽ狸想的条件に近く高度
のものとすることが比較的容易です。それは，聴取レベルは，音源から聴取者まで
の距離や，また聴取する部屋の大きさ，などによって左右されるのに， この場合
は，小室内で， したがって音源と聴取者との距離も小さく，その結果として再生さ
れるべき音芦出力はわずかで済み，そのために再生装憐が小型化されるからです。
もし同一の音質でより大きな音声出力を必要とするならば，費用が幾何級数的に急
増することは一般に知られているとおりです。また，再生装置は， (1)レコ ード・プ
レーヤーやテープ ・プレーヤ ，ー (2)増幅器（アンプ），(3)スピーカー ，によって樅
成され，この順で音は再生されるのですが，真に洞忠実度再生を望むには，これら
全体がジステムとして総合的に設計 • 製作されることが必要です。ということは，
これらのうちのどの 1つが所期の条件以下であっても，全体としての再生装憐はそ
の部分の性能によって支配されるからです。
以上のような，再生装置とコス トとの関係を知ることによって，コソサート
用，個人試聴用，貸出用のそれぞれのレコ ード演奏用再生装磁すなわちレコ ード
演奏装個の設計が始まります。
では、高忠実度再生の条件には具体的にいって何があるか，が次の問座です。
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それは，聴取(1)レペル， (2)音の強弱の差の範囲（ダイナミック・レンジ），(3)周波
数特注， (4)歪・雑音・過度音などと原音声（原信号）との差 (SN比）， (5)原音場
の空間的特性の再現（立体性とか残勝特性）などです。これらのうち，第 2のダイ
ナミック・レソジの問題は， S PJI寺代には技術的制限のためにプログラム ・ソース
であるレコ ードそのものが実際のレソジより遥かに狭いものしか録音されていなか
ったので，この点を高忠実度化するためには，ダイナミック ・ニキスパソ ダーなど
を使用せざるをえなかったわけです。しかしながら， LP時代になると，この問題
はほぽ解決されたので，特別に再生装置．の側としては考えなくてよさそうです。第
4のSN比の問阻は， SPなどでは特にレコードの材質による雑音発生として無視
できなかったのですが， LPになってからはヒ°ック ・アップの拾う雑音はほとんど
無視できるほどになり ，むしろピック ・アップ出力の小さくなったため（周波数特
性や無歪特性を向上すると，概して出力は小さくなる），アソプにおける SN比の方
が重大になりました。 SPを今日再生するためには，ノイズ・サプレッサーを使用
しなければ， LPのSN比の良さには対抗できません。また，フォノモーター や，
アソプ自体のSN比などについては，各論で述べることにしておきます。第5の空
間的特性の再現の問題は，最近特に注目を集めている点で，ステレオだとか， DS
C方式とか，ニコー附加装置とか，いろいろ話題となっているものですが，本稿で
は簡単に触れるにとどめ，十分な調査・研究の進展を待ちたいとおもいますc
(1) 聴取レペルの問題
人間の聴覚はその聴取音の大きさによって，また複雑な波形の音は，その強
さを変えただけで耳には音色が変わって感じられることは，フレッチャーマソソ｀ノ
の等ラウドネス曲線の示すところです。したがって，ムード ・ミュ ージック として
聴く時とか，雑音レベルの高いところで聴く時は，高低音を強調した，いわゆるラ
ウドネス ・コソトロールをつけて聴くのがよい結果が得られるわけです。このこと
を十分考えた上で，聴取者がほぽすべて満足するレペルの音を再生できるこ とが，
よい演奏装協の第一の条件です。
(a) 騒音レベJレ
聴取者は，現実には種々の音の現境のなかで音声を聴取します。したがって，
この環境的条件をまず考える必要があります。
第 1表（注 1)に稲々な騒音についてのレベルを示します。
(b) 好ましい聴取レベル
好ましい聴取レベルというものは，各人によって差があり，また現境の騒音状
況（騒音の多い所と少ない所）などによっても違ってきます。
第 2表（注12)に， 2種の条件下での，強さのレベルの選択上の変化を示します。
この表により ，騒音レベルが上がれば，聴取レベルも上がることがわかります。
第 3表（注12)にイギリス放送局 (BBC)が調査した，好まれる聴取レペルを，
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一般の人と，専門家にわけて示します。
稲 類 騒音レベル
痛みに感ずる限界 130 db 
鉄板に打鋲 (0.5m) 114,; 
工場 78 ,_
繁華街の交通 68~ 
普通の会話 (1m) 65 /
住宅街 58 _, 
劇勘（観客あり） 42 /
家（都会） 40 / 
家（田舎） 30 ~ 
晋通のささやき (1.3m) 20 _,.
静かなささやき (1.6m) 10 /, 
最低可聴限界 0 /,
強さの そ人れ数ぞれのレベルを選んだの比率（％）レベJレ
森試境聴騒音者 2698d人b 現試悦聴騒音者 4634d人b db 
80-84 ゜ 3 75~79 7 16 
70-74 10 44 
65-69 34 29 
60-64 27 6 
55-59 16 2 
50-54 3 ゜45-49 3 ゜第2表強さのレベルの選択
第 1表稲々な音の Vペル
一般 放送調整技術者
プログラム・ソース 音楽家
I 
技術者
男女 男女
78 78 88 90 87 88 db 
75 74 79 89 84 84 
75 73 79 89 83 84 
71 71 7 4 84 77 80 
第3表 好まれる聴 取レベル
????
ン
?
?
??
?
????
この表を見れば，一般の人と，専門家との間に， iまっ きりした迎いがあり，ま
た各群を通じて，プログラム ・ソースによって，好みのレベルが異なる ことがわか
ります。
以上によって， コンサートをする場合，聴衆が室内にいる場合と空室の場合と
では再生音のレベルが異なりますし，またホールが音評建築上の配慮の下につくら
れているかどうか （防音 ・遮音 ・吸音 ・残態な どの諸特性が考えられているかどう
か）によって，最適レベルが決定されなければなりません（周囲が騒々しい所では
レベルを上げねばならない）。
(2) 周波数特性の内容
(a) 音の明瞭度
第 4表 （注1)に周波数と音声明瞭度との関係を示します。この表は，高音域低
音域を各々別々にカットした場合です。この表により ，250-7,000 C/sが音声の
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明瞭度の上から Hi-Fi再生上の
最低の限界であることがいえま
す。
(b) 裔低音のバラ ソス
高低音のバランスについて，
宮田義雄氏（注2)は，次の四級に
わけております。
早稲田大学図柑館のレコード演奏装四 4 
明瞭度(%)1これ以下の低域を これ以上の店域を
カット (C/S) Iカット (C/S) 
98 250 7000 
96 570 5000 
90 960 3100 
80 1500 2300 
第4表音戸の明瞭 I迂
A級 40-13,000叫以上 C級 90-8,000 C/s 以上
B級 70-10,000 _, _, D級 120-6,000 _, _, 
では，次に本館の演奏装饂について，説明をします。
I コンサート用の演奏装置
コンサート用の演奏装置は，その再生周波数帯域は富田氏のいわゆるA級には
いるものであって， SN比や無歪出力の点も十分考慰され，立体再生を主目的と し
て，構成されたものです。
(1) レコード・プレーヤー
モノーラル
ビック アップ ナジョナル ： WM-.'28 (針圧 U)
スタックス ： コソデンサー型（同 H )
グ レース： G-120アーム ：F3Dカ トー リッジ
フォノモーター 東京テレビ音懇 ：（タ ーン・テーブル 30cm)
ステレオ
アーム グレース ：G-360 
カ トーリ ッジ グレ ー ス： F-5D: エラック（針圧共に U)
フォノモークー TE AC: TN-2型 （ターン・テープル 30cm) 
以上が装置のあらましですが，音の入口であるカ トーリ ッジによって，音質，
周波数特性が左右されますし， レコードや，針の寿命にも大きな関係をもっている
ので，選択は十分な調査の上に行なわれました。またフォ ノモーターは，回転が定
速であることとともに，タ ーソ・テー プルが上下にゆれたりせず，またi屈洩磁速の
小さいもので，さらにモータ ーの振動が十分に吸収されているものでなければなら
ず，そこで上記のものが国産品の中より選ばれました。
(2) プリアンプ
プリアンプが増幅作用を行なう部分であることはいうまでもありませんが，信
号源で有する周波数（以下 f)特性の不備を補正し， ひずみや，ノイズを加えずに，
メイン・アソプの所要電圧まで増幅する回路です。これは，イコ ライザ ，ー トーソ•
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コソ トロー ル，ラウドネス ・コソ トロール，各種フィルタ ーなどより成立していま
す。
イコライザー （録音特性補正）回路には， NF型，CR型などありますが，図
害館ではNF型にしています（後出の第18図参照）o
(a) トー ソ・コソ トロール (TC)回路
トー ソ・コソ トロー ル（以下TC)回路は， 信号源ですでに存在するf特性上
の欠陥を補正するのが本来の目的ですが，再生装監が，きわめて忠実度の高いもの
であれば， TC回路は不要とおもわれます。しかし，現状はそう理想的ではなく，
信号源で存在した欠陥が，どのよう なf特性となってあらわれて くるか，千差万別
であって，あらゆる f特性を補正するTC回路が必要です。しかし，これは実際に
は不可能です。
ここで特にTC回路をとりあげたのは，現在市阪されているアソ プのTC回路
がほとんどどれも似た回路を使用し，またその変化特性を示したものも flat,max, 
minのみで，実際にその回路を測定してみますと，第 1図のよう な好ましくない特
性を示すものが多く（注10)、それに flatの位i翌がポ リューム（以下VR)の中点 （第7図
5の位骰参照）ではないものが多いからです。これでは使いにく く， またか りにイコラ
イザーが正常な場合でも，これをつける意味がなくなります。
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(i) CR形TC回路
第2図に示した回路はもっともひろく用いられている回路であ り，ここのVR
にオーディオ・テーバーのものを使用すると ，VR中央位置でflatな特性が得られる
ように設計されており ，出カインピーダ‘ノス20kn以下の回路に接続するのが適当
であると指摘してあります（注3)。 第 3図の回路で測定した f時性を第4図に，こ
の低音の変化を第5図に，高音特性を第6図に示します。曲線につけた番号は，第
7図に示すようにVRの回転角を十等分し，各分点の番号の位置での特性であるこ
とをあらわしています。
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RL 
第2図代表的CR形TC回路
氏
第3図 CR形回路
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第 5図 第 3図の低音特性曲線
第4図を見てわかる こととおもいますが， VR5の位置で20勺sの場合，7db 
も上昇しており，第6図は高音の変化特性というよりも，中音の変化といえるよう
な特性です。
低音のVRは5の位置で，高音のVRのみ変化した場合の特性を第8図に示し
ますが， ll臼/sで高音のVRを10の位四にした時，3dbも上昇します。
同一TC回路で， TCの入カイソビーダンスを低くした場合（カソ ード・ホロ
ワー）の低音の特性を第9図に示します。このようにイソビーダ‘ノスを低くすれば
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第 6図 第3図の麻音特性曲線
第 7図
低音のうねりは少なくなります。
TC回路については，いつの
まにか一つの「定形」ができあが
ってしまい，それが何の疑問もも
□□□三,:I 
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第 8図
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第 9図低音特性 11線
たずに使われ，欠点のあ
る回路はその欠点を深く
追求されずに音が悪いと
いう理由で回路からはず
されてしまっている例を
よくみうけます。しか
し, TC回路を挿入す
る場所，その入出カイ
ソビーダ‘ノス，動作レペ
ル，歪などを十分考感
し，高低音とも，上舛，
下降点のとり方によって
音質がきわめて変わる
ことなどによく注意す
れば，TC回路はきわ
めて有効な働きをしま
す（注4)o
(i) 選択性掃遥形TC回路
第10図はこの回路の代表的なものであり ，市阪アンプのTC回路は (i)のCR
形か，(i)の形といえるほどです。この回路は考案者の名をとって，Baxandall形，
略して Bax形と呼ばれています。
このTC回路の特徴は，低高のタ ーソ・オーバーを800-100町s,高音は 1k-
8k C/sに変えることができること，またこの回路の挿入損失はNFBによるもので
すから，歪の軽減や，直線性の増加などの利点があります。この回路の特性を第
11図 a •b で示します。
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(ii) その他のTC回路
いままでのTC回路のほかにも各種の
TC回路が発表されていますが，概して，
特性曲線がすなおでなかったり，使いにく
かったりする傾向があります。それに中点
（第 7図5の位慨）で平坦な特性を示すも
のは少なく，それに平坦な特性を示す位置
があるとしても， VRの中点ではなくて，
3の位置（第 7固）だっ
たり， 8の位置だったり
して，きわめてあつかい
にくいのです。また，も
しかりに， 3の位置で
flatだったとしても，
VRを：0 から 2 ~3 と回
すだけで 20db近くもの
変化するわけですし，上
昇の場合は， (~10 ま
で回した時の上昇変化で
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第10図選択性帰迎形TC回路
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第 11図a 低音特性曲線
lk 
すから，きわめて緩慢な変化といえます。このため，よほど手肌れた扱者でないか
ぎり良好に動作させるのはむずかしくなってきます。
TC回路の特性を flatにするためには，回路中に含まれるコソデ‘ノサーを切り
はなすか，ジョ トーすれば達成できます。このようなことを考えて設計された回路
に第12図（注5)のようなのがあります。これはロ ータリ ・ースイッチにより，上昇，
flat, 下降，それに上昇点の切換えにより，使用するスピーカーによりも っともよい
状態で使用できるなどのすぐれた利
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第 11図b 謀音特性曲線
点をもっていますが，欠点として，
ロータリ ・ー スイッチなどのため，
複雑になり，なれないと使いにくい
ともいえます。
TC回路について稲々調べ，ま
た多くの回路について実際に自分で
組立てて，聴いて調べてみますと，
次のことがわかりました。 瀬川冬樹
氏も患いておられますが（注4),TC 
回路によって，音質が相当変わるこ
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第 12図英国形回路
と，また回路によっては，補正回路
ではなくて，雑音，歪などの発生回
路ともなりかねないこと，再生装四
として動作させた場合，特殊な所で
使う場合は別として， TC回路の低
音下降はほとんど必要としないこと
などです。以上の点から，第12図を
筒略化し，低音は上昇のみとし，高
音はスラ イド・スイッチにより上昇，
下降の切換えをするようにしたのが
第13図です（注5)o
図中Cを大きくすれば，低音の上昇点は下がり，小さくすれば上がり ます。高
音の上昇点は図中の 50PFを小さくすれば上がり ，大きくすれば下がります。
この回路（第13図）の低音変化特性を第14図に，高音の変化特性を第15図に示
します。
この回路の利点は， VRを0にすれば flat
になることです。ただし高音の場合は切換えに
よるものですから，第13図のスイッチを上昇に
して，VRが0でflatになっていますが，これは
回路図中にあらわれない配線中での高域損失に
50p .001 
-<I " o-一~
卦］ コ
100k A 
出
<DI 250k A 
より， 50PFが， 100 knの抵抗と並列になっ
てflatな特性が得られたわけで，もし高音域の 第13図英国形改良回路
損失がまったくなければVRを0にしてもわずかですが上昇するわけです。しか
し，理諭は別として，配線の時に，ツールド線を多く使用したりすれば，flatでな
く下降することも考えられます。
以上のTC回路はいずれもロ ータリー ・ スイッチ，または，スライド ・スイッ
チによる切換えと VRによるものでしたが，この切換えをはずしてしまって， VR
のみにしたのが第16図
です（注7)。低音は上昇
のみ，高音は下降のみ
です。高音の特性を第
17図に示します。この
図でわかるように， v
Rが0でも flatにはな
りません。どうしても
flat vこしたければこ
-t:N-15 , __ , 
10 
+5 
"~ 、ヽミにh
o, — 
、｀応ゞ 門、1芥
4 6 100 2 4 6 lk 
C --0,02 第14図低音変化特性曲線
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---- C --0,(17 
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のVRにS付のを使用すれば目的は
達せられますが，人間の耳での高音
の検知限は， 10k C/sで，専門家の
場合 (+)2 db,(-) 4 db, 一般の人で
(+)4db, {-)6dbとい う結果（注8)
がでておりますから，この場合，
10k勺sで （ー）3 dbですので気に
するほどのこともないとおもいま
す。
現在図密館で使用しているプ リ
アソフ゜回路図を第18図に示します。
15 
10 
+5 
。
-5 
10 
15 
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第 15図 邸音変化特性e曲線
゜
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第 17図
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第 18図 本館のプ リアソ プ回路
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イコライザー回路後レベル ・セッ ト用の VRを設け（半固定），つぎにスライ
ド・スイッチによる PHONO と TUNERの切換え後， カソード・ホロワにはい
り， lOOknのVR(二連）でゲイン ・コン トロール(G.C.)を行なっています。前は第
19図のように 1Mnの VRを使い， カソー ド・ ホロワではなかったが， VRの高
抵抗値は回転角による誤差がひどく，ツマミをまわすたびに両チャンネルのバラソ
スがくずれてしまうことが多く，それにスラ イダーの位置による高域特性の変化な
どがありますので（ラジオ技術 1961年4月 p疇63J, 100 knのハ「Rに変え，カソ ドー・
ホロワにしたわけです。それにこのプ リアンプには，バランス ・コ｀ノト ロー ル用
VRが省略してあります。理由は場所がなかったのと，メイン ・アソプに各々 VR
がついているからですが， 100knの VRによるアソバラソスは少ないようです。
（第18,19図とも省略してありますが，いずれもステレオですので，同じものがもう
一組あります）。
カソ ード・ ホロ ワ回路後 JZAX7による一段増幅， P-G帰還がかけてあり，
増幅度は ZOdb,NF披は 14db (RNF. 1 Mn)のときです。 ．
TCはイギ リス形の変形で，低音は上昇のみ，高音はスライ ド・スイッチによ
り上昇， 下降の切換えをしております。
TC回路後 12AX7の二段増幅， P-K帰遠
:..., £~\U江-. : により 39dbの NFをかけてあり，この二段の
： 増幅度は， 22dbです。これは図6
i 時ですが， lOOknにすれば，NF醤が 33db,増幅
-_: 度は28dbになります（帰還凪，増幅度はいずれ
も計算値であり ，i冦圧利得しま，ナショナル真空管
ハンドブック '60年による）。
; .. -・ ●● . . . ... この配置を逆にして， P-K帰還後にTCを
第19図改造前のプ リアンプ部分 入れ，カソード・ホロワで受けることも考えられ
ますが，IM歪みなどの関係で好ま しくありませんし（ラジオ技術臨時増刊第14集
p-68), 最後をP-G帰還にすればIM歪みの点は多少よくなるとおもいますが，入
カイソピーダソスが低いのでTCの後にP-G帰逮を置くことはよくありません（第
18図 P-G帰還回路の入カインピーダンスは約 lOOkn=計鍔値）
出力側はNFがかかっておりますからインピーダソスも低いので，ツールド線
の数にの延長もさ しつかえありませんし，メイン・ アソプに組込まれるのは別とし
て，独立したプ リアソプの場合は出カインピーダソスは低いことが特性上からも必
要とおもいます。
(bl イコラ イザー回路
まだプ リアソプと しては，これで十分とはいえません。いまはレコードの録音
は， RIAAカープに定められておりますが，早稲田大学図書館で現在もっている
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2千余枚のLPレコードが全部RIAAカープではありません。 ロソドソの frrカー
プを初~.)として NARTB , newAES, Columbia, など多くの録音特性のレコ ードが
ありますが，現在，コソサ トー といえばステ レオ， といわれるくらいになってお り
ますので，このプ リアソプは，RIAAカー ブにあわせてあります。
もし今後改造するとすれば，TC回路に低音の上昇切換え回路の付加，スクラ
ッチ ・フィルタ ー回路のとりつけ，そのくらいです。ラソプル ・フィルタ ーを設け
るつもりは，このプ リアソプに関してはまったくありません。もし必要と認めるよ
うな装置でしたら， コンサ トー 用としては不向きな低クラスのものです。
(c) ラウ ドネス ・コソト ロー ル回路とスクラッチ ・フィルタ ー回路
ラウ ドネス ・コソ l、ロールを当館は一度も使ったことがありません。簡単な
ラウ ドネス ・コント ロー ルを設けるくらいなら， TC回路をもっとよくした方が得
策だとおもいますし，本格的なのになりますと，CRを多く使い， ロー タリ ・ー
スイッチの切換式になり，ちょっとプリアソプに組込む，というわけにはまいりま
せん（回路図については，注7および百瀬了介著「．ハイファイアンプの設計」参照）。
スクラッチ ・フィルタ ーとしては 米国ハーマ・ノ ・カードソ社のサイテーツョ
ンIV型のようなのが割合に簡単で，特性もよいとおもいます（注9)o
(d) ノイズ ・サプレッサー （雑音抑制）回路
スクラッチ ・フィルタ ーとはちょっと違いますが，視聴覚係には，オルソソ型
のノイ ズ・サプレッサーがあります。回路は精密な L.C.R. を必要としますので，
ちょっと作るというわけにはいきませんが，第20図に一特性のみを示します。
-゜5 
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第 20図 ノイズ ・サプレッサー特性
(3) メイン・アンプ
／ 
:->- r-
V ＼ 
＼ 
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現在市阪品にはメイソ ・アンプのみのは少なく，ほとんどが総合型として製作
されておりますが，メイソ ・アンプのみでの特性は，プ リアンプや，カー トリッジ，
ス ピ ー カー のような違いはなく，それにいまでは ， 可聴周波数 (2QC/s - 2Q k C/~)
を十分カバーできる製品ができておりますから，出力さえ十分あれば，それほど云
々することもないとおもいます。
- 150-
13 
現在，図書館で使用しているメ イソ・アソプは， レコード・コ｀ ノサート用に．
山水霊気製 Q-35-35 出力 35WX 2 (出力管 6CA 7• p. p.) 
他に総合型アソプとして，パイオ ニア ：FM-R-301 (出力管 6AR 5• p. p.) 
トリオ ：AF-20 (出力管 6BM 8• p. p.) 
以上ですが，Q-35-35には，1knを直列に， 300!1を並列にしたvu計が各々
16 n端子にとりつけてありますぐ
14) スピーカー
視聴党教室（注11)で使用しているスピーカー・ 、ンステムは，
ウ フー ァー パイオニア PW-38C (I「IPW-15C) 
スコ ーカー YL音臆,_, 555 Y L MC -250型ホーソ
ツイ ーター YL音評 S H -18 MC -800型ホ ソー
以上を二組使用し， 3ウ;r.イ2チャソネル， 12<1b/ocし，ネットワ ーク，クロス
オーバー 6004,000 k「/s,で平面バッフル (3X2.4 m) (邸橋正明氏設計）にと
りつけ，教室前面，スクリ ーソ両側 (ttl!)に悩いてあります。
吸音については，図書館雑誌 No.426, p. 226のような計画でしたが，稲々の
都合で現在映写室側のみにグラスウ ール （約 5cm)がとりつけてあるだけです。
ほかにモニタ ー用スピーカーとして，NI-IK放送局などでモニター用に使用し
ている三菱の P-610型2個を密閉型キャビネットで使用しています。
アンプについては製品による違いはそれほどではありませんが，スピーカー
は，聴 く人により，また各製品によって，また製品は同じでも非常に違ってくるも
ので，A氏，B氏でまったく意見を異にする場合もそうめずら しくはあり ませ
ん。実際に多くのスピーカーを試聴してみて，その違いに整くほどです。
いまではスピーカ ーの f特性や，;1みなどが測定されて，各技術雑誌に発表さ
れておりますから，その特性表などによって，ある程度は製品の想像もできます。
ある程度というのは，人間の耳は機械とは違うということ，それにスピーカーの特
性が，定められた条件の下で，無習室を使って測定されたものであり ，実際の使用
にあたって，測定数と同じ特性が得られるのは非常にデッドな室で，スピーカー
の軸上50Clllのところだけだということです。 もしそのスピーカーの特性に ピー ク
があったとしても，聴く場所によっては，そのピークが打消され得ることも考えら
れます。しかし，一つの目安と しては，十分役にたつのですから，まったく無視す
ることはできません。しかし音色となると別問題で，もちろん高開波歪，その他の
特性によって判定はしやすいとい うものの，測定だけでは，音質を知ることは不可
能であり ，最終的には，聴いてみるよりほかに方法はなさうです。
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m 個人試聴用演奏装置
この演炎装骰は，裔橋正明氏の設計によるもので，昭和34年に視聴覚係により
作製されたものです。この装四に限ったことはありませんが，最終的にはレジ一
バ ー に限定されますから，設計として50~10,000勺sをできるだけ flat に再生するよ
うにしてあります。
この装晋の内容は，
レコ ドー・ プレ ーヤー 5台
詳細は，
フォノモークー CE C FR-C300型
ピックアップ スクックス ・コソデソサー型
レツーバー 藤木屯器 DR-531型
アソプ 9チャンネル (6AR S(T) S) 
ほかにステレオ用に，
アーム TEAC PA-2型
カートリッジ グレース F-5 D 
レジーバー ア・ンダ音密 S T-1 
アンプ ステレオ (12AU 7• S) 
l常数 18 
で，各レツーバーヘの入力は，プラグ差込みによっています。本来は，各席ごとに
切換えスイッチを設ければよいのですが，配線も複雑になりますので，そうしてあ
りません。それにこのアソプには， TC回路も設けてありまん。スタックスのピッ
クアップのイコライザーは，RIAAカープ一本です。 図ヽ四館で現在もっている
LP2千余枚が，全部 RIAA録音ではありませんから， イコライザーが合わ
ないレコードもでてくるわけですが，RIAAカープ一本でも，それほどの支障は
ないようです。 TCを設ければ，イコライザーでの誤差は補正できますが，設けた
場合，約 20dbの狽失がありますから，増幅度の問題もおこってきます。できれば，
嵩音下降回路のみ設けたいとおもってはいます。（ステレオは， TC付）
W その他の演奏装置
携罰・用電菩として，レコ ード・プレー ヤー5台（邸橋正WI氏設計，モーターCEC, 
ピックアップナショナルWM-28)があります。これはレコ ドー・ プレーヤー（プ
リアンプ附屈）としても使用できるようになっています。電菩としては，スピー
カーが 8X 12 Clルの惰円形小型スピーカーなので，レコードやピックアップが良質
-148-
15 
であるとしても，大出力での高忠実度再生は不可能です（それを望む時にはこれを
プレ ーヤーとして用いればよい）。したがって，個人が小室内で聴取するための電菩
としてA級をねらったわけで，そのつもりで聴けばコストの割にはなはだ高級な
再生を行なえます。
以上で演奏装臨についての概略を述べたつもりですが，まだ，いずれもこれで
完全とはいえないとおもいますし，今後改造や追加をして，よりよい演奏装置にし
てゆきたいとおもっております。なお，執喩にあたって高橋花明氏にいろいろ御助
力ねがったことを惑謝します。測定に使用した機湘は，つぎのとおりです。
オッシロスコープ 菊水 0P-31 C型
真空管電圧計
低周波発振器
ク PV-107型
ク 0R C-27型
コソサー ト用レコー ド ・ブレー ヤー
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